
立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 33 号 

平成 29 年 12 月 22 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【新春の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８日（月） 全学年 祝 成人の日 祝 

9 日（火） 全学年 大清掃 開講式 任命式 ＬＨＲ 放課後 

10 日（水） 全学年 寒稽古 木① 木② 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

11 日（木） 全学年 寒稽古 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 特活 

12 日（金） 全学年 寒稽古 月⑤ 月⑥ 校内漢検 金⑥ 放課後 

 

mamas café 新春の日替わりメニュー 

8 日（月） 9 日（火） 10 日（水） 11 日（木） 12 日（金） 

店休日 
うどんととり天 

しそごはん 

煮込み 

ハンバーグ 
麻婆豆腐 

鯖の竜田揚げ 

みぞれあんかけ 

 

～みなさん、メリークリスマス！～ 

 

今年も 1 年ありがとうございました 

おまじない 

 「今度こそは」「来年こそは」と、人間は節目で自身に誓います。それまで

の自分を打破し、新しい何かを体得したい、成長したいと言う欲求はとても

大切ですよね。変化が多すぎることも大変ですが、何の変哲もない継続の

日々も、時には苦痛です。だからこそ、各々が節目に際し何かを想うので

す。特に新年を迎えるにあたっては、その気持ちも大きくなるものです。 

 

今年起きた嫌なことを全て流して、来年こそは良い年にしたいと思う気持

ちは誰しもが持っていると思います。私はこの数年「来年は良い年に」と思

うよりも、違う気持ちを大切に想うように心がけてきました。それは「今年

も良い年だった」と感謝する心です。これまでに過ごした日々のすべてが糧

となって、私達の考え方や性格はつかさどられていくのですから、良くなか

った出来事にも、それを経験した意義が必ずあるのではないでしょうか。 

 

ならば、それらをすべてリセットして良いことばかりを願うのではなく、

起きたすべてのことに感謝する中から、新しい経験も大切に感じられる感性

が育まれるのではないでしょうか。もちろん、想い出したくもないほどの嫌

な出来事も、人にはあろうと思います。それを無理やり思い出して感謝しよ

うと言う理想論を言っているのではありません。でも、「今年もありがとう」

と思えるおおらかな心がけこそが、来年もまた良い年を運んできてくれるお

まじないになるのでは？何かを望む前に感謝を大切にしたいのです。 

 

今年も素敵な 1年でした。欲張りません。来年も日々に感謝し、いつも通

りのおだやかな年になれるよう、自分自身で努力していきたいと思います。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 34 号 

平成 30 年 1 月 11 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

15 日（月） 全学年 寒稽古 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

16 日（火） 全学年 寒稽古 火① 火② 火③ 火④ 火⑦ 

17 日（水） 全学年 寒稽古 月① 月② 月⑤ 月⑥ 水⑦ 

18 日（木） 全学年 寒稽古 火⑤ 火⑥ 木⑤ 木⑥ 特活 

19 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 校内英検 金⑥ 火⑦ 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

15 日（月） 16 日（火） 17 日（水） 18 日（木） 19 日（金） 

なんこつつくね

の照り焼き丼 
タンドリーチキン 

たぬきうどん 

ごぼうご飯 

鮭フライ 

タルタルソース 

ちくわの 

はさみ揚げ 

 

～みんな！会いたかったぁ（涙）～ 

 

電信柱 

 今週から寒稽古が始まりました。しんどいですね。でも楽しいですね。肉

体的精神的に負荷のかかる作業は確かにきついです。しかし、きついと最初

から決めつけてかかることは大変に愚かです。その中のどこに楽しみや感動

を見つけるのかが問われているのかもしれません。きついかどうかは、行動

にくっついているものではなく、私達が解釈して決めていることなのです。 

 

1,000 本もの本数を一気に振り切ることはなかなか不可能かもしれません。

だからこそ、本校の寒稽古では 50本と言う短い目標を設定し、それを 20回

繰り返すことで 1,000 本と言う本数に到達できるよう意図しています。1,000

本は無理でも 50 本なら何とかなるかもしれませんからね。目の前の達成可能

な目標を意識して行動を起こすことはとても大切なことなのです。 

 

私は走ることが大の苦手でした。持久走などはスタート前に最下位確定と

言う圧倒的な実力差の中、「とりあえずあの電信柱まで頑張ろう」と、自分な

りのモチベーションの保ち方を思いつきました。一本の電信柱をクリアする

のは、大したことではありません。そうして一本、また次の一本とコツコツ

とクリアし続けたら、いつか必ずゴールにたどり着くのです。私にとっては

他者との競争ではなく、目の前の目標をクリアする自分自身の挑戦でした。 

 

竹刀を 1,000 本振る作業、毎日出席を積み重ねる作業、卒業に必要な単位

を修得する道のり、将来の目標に向かって設定する進路計画、すべて根っこ

は同じ「パイルアップ」の精神でイメージできるのではないでしょうか？一

気に 77 単位は誰にも不可能です。0.5 単位の先にしか 77 単位はないのです。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 35 号 

平成 30 年 1 月 18 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

22 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 入試会場設営 放課後 

23 日（火） 全学年 生徒自宅学習日（専願入学試験） 

24 日（水） 全学年 生徒自宅学習日（合否判定会議） 

25 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 特活 

26 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ プレミアムフライデー 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

22 日（月） 23 日（火） 24 日（水） 25 日（木） 26 日（金） 

若鶏の香り揚げ 

トマトソース 
休店日 休店日 

肉うどんと 

ごぼうごはん 
チキン南蛮 

 

～今週のいいね～ 先生方が「いいね！」と思ったことを書くボードが 

あります。その中から抜粋して紹介して参りますね。 

 

不正 

 カヌーの選手が、ライバルの選手に禁止薬物を飲ませる等の妨害行為を働

いていたことが発覚しました。かわいそうですね。「けしからん」ことだと憤

ります。行為そのものに対しては。ただ、かわいそうですね。加害者も被害

者も両方がかわいそうです。加害者に関しては、これまでのすべてを失う行

為を自業自得だと断ずることもできましょう。しかし私は、同情の念を禁じ

得ないのです。彼もまた「勝利至上主義」の被害者ではないのでしょうか。 

 

 幾度も申し上げますが、行為そのものは決して許されません。日本の信頼

を失墜させた行為には本当に腹が立ちます。しかし、彼をそこまで追い込ん

だ背景を考えると、彼もきっと「苦しかったろう。辛かったろう」と言う抱

きしめたいような気持でいっぱいになるのです。また、そういう想いで彼を

受け入れる人が一人でもいなければ、彼自身の更生も期待できません。 

 

試験のカンニングも一緒ですよね。「結果を出さなければならない」」と言

うプレッシャーに負けて不正に手を染めてしまうのですが、そもそも不正を

せずに正々堂々と臨む姿勢は、「当たり前」ではなく、もっと賞賛されるべき

素晴らしい事だと思うのです。ですから、「やってはいけない」事を遠ざける

より、「こうありたい」と言う美しい目標を意識すべきではないでしょうか。 

 

正々堂々と臨み負けたならば、後の可能性は無限に広がります。努力が足

らなかったと反省することも、相手をたたえることも、力を出し切ったと満

足できることも、全て自分自身で味わうことができるのです。失敗もまた人

生においては大きな意味を持ちます。安心して失敗できる社会も素敵です。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 36 号 

平成 30 年 1 月 25 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

29 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 理解国語 

30 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 理解数学 

31 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 理解英語 

１日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 入試会場設営 特活 

２日（金） 全学年 生徒自宅学習日（前期一般入試 ） 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

29 日（月） 30 日（火） 31 日（水） 1 日（木） 2 日（金） 

油淋鶏 
ハンバーグ 

大根おろしポン酢 

かきあげうどん 

かしわご飯 

鶏の 

照焼どんぶり 
店休日 

 

～今週のいいね～ 

 

違い 

 先日の出来事です。ある駅でそれはそれは楽しそうに漫画を読みながら歩

いている青年とすれ違いました。歩き漫画は決して良いことではありません

が、私は彼のあまりの楽しそうな姿に思わず笑顔になりました。人前であん

なに楽しそうに振る舞える天真爛漫な姿に心が癒されたのです。 

 

ふと気付くと周辺の方々は奇異な目で彼を見ていました。歩き漫画を注意

するような正しい感覚の目つきではなく、単純に彼の姿をバカにし嘲笑する

目、目、目。確かに公衆の面前であんなに嬉しさを表現できる方は珍しいか

もしれません。でも、だからと言ってそれをバカにする感性が私にはどうし

ても理解できないのです。彼の行為を「おかしい」と解釈している感性がそ

う判断しているだけで、彼自身がおかしいわけではないはずです。 

 

それが他人に著しく迷惑な行為であれば、しっかり正す必要があります

し、そうならないように歩きながら漫画を読む行為を注意する役割も崇高で

す。でも重ねて言いますが、先日のあの場面の彼は、誰にも迷惑はかけては

いませんでした。私にとっては微笑ましいと感じる場面、同じ場面をバカに

する感性…自分と違う個性がそんなにおかしいのでしょうか？ 

 

悲しかったです。立花の生徒の皆さんには、誰かをバカにする感性より

も、その方のありのままを受け入れる穏やかな心を持っていて欲しいと心か

ら願っています。もちろん、許せない行為を正す勇気も大切にしましょう

ね。あの青年ともう一回会いたいです。「何を読んでると？」と話しかけた

ら、素敵な友達が一人増えるような気がしています。会いたいなぁ。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 37 号 

平成 30 年 1 月 31 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

5 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

6 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

７日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

８日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 特活 

９日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 大清掃 放課後 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

５日（月） ６日（火） ７日（水） ８日（木） ９日（金） 

とり天ランチ 

天つゆ付 

ごぼう天うどん 

豚肉の炊き込みご飯 

タンドリーチキン 
魚の煮つけ 

ほうれん草添 

鶏のから揚げ 

大根おろしかけ 

 

～今週のいいね～ 

 

一緒 

 入学試験の朝、坂道を登ってくる中学生を見ていて涙があふれて困りまし

た。それはそれは不安そうな顔・顔・顔。本校ならではの光景ですが、多く

の中学生が保護者の方と一緒に歩いて来ています。保護者同伴の受験は一般

的には珍しいのかもしれませんが、本校ではごく自然な光景ですよね。 

 

 生まれたての赤ちゃんは、自分では何もできません。両親の加護を受けて

成長して行きます。そして相応の年齢になると親離れが始まります。友達の

存在が大きくなるのですよね。親子で一緒にいるのが恥ずかしくなり、友達

と一緒にいる時間を求めるようになります。この時期は兄弟の存在も大きい

ですよね。私には姉が一人いました。今でも仲良しです。 

 

 やがて、異性を意識するようになります。恋人の存在が世界一大きくなる

時期ですね（笑）。そして結婚期を迎え、愛しい子どもと出会います。私達の

人生は、このように常に自分以外の誰かと一緒に歩むものなのかもしれませ

ん。しかもその対象は次々に変化して行きます。親密だった仲が疎遠になっ

たり、出会いと別れを繰り返しながら人生を歩んでいくのです。 

 

しかし、私達には一生共に歩み続ける素晴らしいパートナーがいますよ

ね。そう、自分自身です。私達は常に自分と一緒にいるのです。どんなに嫌

いでも別れることはありません。つまり自分の最高の理解者は自分なのかも

しれませんね。だからこそ、自分自身を大切にしてほしいと心から願いま

す。そんな大切な一人一人が、この丘で友達として出会おうとしています。

親子で登った坂を、友達と一緒に歩く…すごく幸せなことなのかもね！ 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 38 号 

平成 30 年 2 月 8 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

12 日（月） 全学年 建国記念日代休 

13 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 放課後 

14 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

15 日（木） 全学年 後期期末考査 1日目（3年次生三者面談） 

16 日（金） 全学年 後期期末考査 2日目（3年次生三者面談） 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

１２日（月） １３日（火） １４日（水） １５日（木） １６日（金） 

店休日 
かきあげうどん 

しそご飯 
塩サバランチ 煮込みハンバーグ 

鮭フライ 

ハニーマスタード 

 

～今週のいいね～ 

 

鬼は外 

 節分の時期に毎年思うことがあります。「福は内」には大賛成。大小問わず

どんな福でも根こそぎやってこいと思います（笑）。1,000 円と 10,000 円どち

らが欲しいか問われたら、迷わず 10,000 円！私は欲深い人間です。 

 

 しかし「鬼は外」には、少々疑問が。良い事だけを望み、良くない事を遠

ざけるのは、少し都合が良すぎはしないかと思うのです。もちろん良くない

ことが起きないにこしたことはないのですが、それにしても良くないことは

すべて無駄だとは思えないのです。そこから学ぶこともたくさんあるし、何

よりも、失敗のない人生には成功も大して訪れないように思うのです。 

 

 良い事と良くない事は常にワンセットなのではないでしょうか？例えばお

買いもの。好きなものを手に入れることは良い事。しかしそれを手に入れる

ために支払うお金が減ってしまうことは良くない事。ん？お金を支払わずに

商品を手に入れることは犯罪です。「お金が減る」と言うマイナス面をなしに

して、商品を手に入れると言うプラスは生じません。ワンセットなのです。 

 

 とはいうものの、良くないことはあまり起きないにこしたことはありませ

んよね。しかし、起きてしまったことは自分次第で良い事にも変わると思え

ば、追い出そうとする鬼に対しても、思いやりや感謝の気持ちも持つことが

できると思うのです。ですから私は、「鬼も福もどちらも家にお入りくださ

い。どちらにも感謝いたします」と思うよう心がけています。「何が起きてい

るかではなく、起きていることをどう感じるか」。私がいつも心がけているこ

とです。辛いこと苦しいこと悲しいことにも、必ず福の神が宿っています。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 39 号 

平成 30 年 2 月 15 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

19 日（月） 全学年 後期期末考査（3 日目） 

20 日（火） 全学年 後期期末考査（絶望の最終日） ※3 年生お別れ会 

21 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 準備 放課後 

22 日（木） 全学年 がんばってくだ祭 卒業式会場設営 放課後 

23 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ プレミアムフライデー 

24 日（土） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 放課後 

※3年生は適時卒業式の練習が始まります。 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

19 日（月） 20 日（火） 21 日（水） 22 日（木） 23 日（金） 24 日（土） 

ハンバーグ 

トマトソース 
カレーうどん 

アジフライ 

タルタルソース 

肉みそ 

あんかけ豆腐 

チキンカツ 

甘辛ソース 

たぬきうどん 

炊き込みご飯 

 

～今週のいいね～ 

 

輝き 

 先日初めて長崎県の五島に行って参りました。飛行機もあるにはあったの

ですが、何事も経験。前日深夜のフェリーに乗って 8時間半の船旅をするこ

とにしました。結果、相当揺れに揺れて散々な目に（汗）。船室内の棚の扉は

一晩中勝手に開いたり閉まったり、荷物も枕元と足元を一気に「ズサーッ」

と滑って行きます。まさしく、二度とない貴重な経験となりました。 

 

 窄中先生の出身地である奈留島を経ると、海がうんと穏やかになりまし

た。ほのかに朝日の輝きも波の動きに合わせてキラキラと彩ります。そして

雲間からはっきりと太陽が顔を出すと、そこから海面を一直線の光の道が私

の乗る船まで神々しく伸びてきたのです。本当に感動的でした。 

 

 光っている海面は、穏やかな波の動きに合わせて豊かにその表情を変化さ

せます。ふと気付きました。実は光っているのは太陽であって、海面はその

光を反射させているだけなのです。あれだけ雄大で母なる海も、自力で輝く

ことはできないのですよね。自分を照らしてくれる他者の光の力を借りて、

美しく輝く海。惜しむことなく自らの輝きを海に差し出す太陽。その両者の 

存在の何と壮大で頼もしかったことか。忘れえぬ朝の光景となりました。 

 

 人間も、一人では輝けないのかもしれませんね。一人で輝いていると思っ

ても、その周囲の人たちからの反射の力をたくさん借りているのです。輝け

ないと思っている人も、誰かの輝きの力を借りて光ればよいし、逆にその人

を照らし返す貴重な役割を担っているのです。一人一人が大きく輝かなくて

もいい。立花高校のみんなで、ほんの少し輝けたら、私は幸せです。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 40 号 

平成 30 年 2 月 22 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

26 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

27 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

28 日（水） 全学年 水① 水② 会場設営・結団式 全校集会 放課後 

１日（木） 全学年 祝 第 63 回 卒業証書授与式 祝 

２日（金） 全学年 代休（24 日土曜日分） 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

26 日（月） 27 日（火） 28 日（水） １日（木） ２日（金） 

竹輪の 

はさみ揚げ 

とり天うどん 

しそごはん 
麻婆豆腐 

ごぼう天うどん 

豚肉炊込みご飯 

店休日 

 

～今週のいいね～ 

 

節目 

 卒業式が近付いてきましたね。卒業式嫌いです（汗）。教師として 28 年、

いまだに卒業式直前のこの心境に慣れません。その心境をうまく表現する言

葉がないのですが、単純にお別れが嫌なのかもしれませんね。卒業生の皆さ

んとずっと同じ空間で一緒にいたいと言うストレートな気持ちです。 

  

 卒業とは、何かの終わりでも新しいスタートでもないと思っています。ま

さしく「節目」です。どんなに背の高い竹でも、根本から先まで一本で伸び

ているわけではありません。節目節目で、「それまで」と「それから」を結び

つけて初めて、高く高く伸びていく強さ、耐性が生まれてくるのです。です

から「節目」とは、「つなぎ目」とも言えますね。過去と未来をつなぐのが

「今」ならば 

 

 

、私たちは常に節目を生きているのかもしれません。 

 

 いつまでも君達を目の前に置いておくわけにはいきません。ですから涙を

呑んで意気揚々と次のステップに送り出したいと思います。その気持ちは極

めて晴れやかです。しかし、共に過ごしてきた空間をとてつもなく尊く感じ

るので、送り出すことを心から悲しみたいと思います。その気持ちは、寂し

さでいっぱいです。私は常に晴れやかさと悲しみと共に今を生きています。 

 

 晴れやかに前に進むためには、過ぎ去った過去を大切に想う感性を大切に

してください。過ぎ去った過去を大切に思うためには、胸を張って前に進ん



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 41 号 祝卒業 

平成 30 年 3 月 1 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

5 日（月） 

1 年次 インターンシップ 事前学習 

2 年次 福岡空港～新千歳空港～白い恋人パーク～定山渓温泉 

6 日（火） 

1 年次 インターンシップ 1 日目 

2 年次 小樽自由散策・体験学習～札幌市内観光～定山渓温泉 

7 日（水） 

1 年次 インターンシップ 2 日目 

2 年次 旭山動物園～旭川空港~羽田空港～舞浜 

8 日（木） 

1 年次 インターンシップ 3 日目 

2 年次 東京ディズニーシー 

9 日（金） 

1 年次 インターンシップ 事後学習 

2 年次 東京スカイツリー～羽田空港～福岡空港 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

5 日（月） 6 日（火） 7 日（水） 8 日（木） 9 日（金） 

うどんと 

かき揚げ丼 

若鶏の香り揚げ 

トマトソース 

ハンバーグ 

和風ソース 

店休日 若鶏の唐揚げ 

 

～今週のいいね～ 

 

気付く 

 先日、夜からの予定に備えて早めに帰宅した時の出来事です。4時過ぎで

したか、ふと空を見上げるときれいに月が出ていました。と言っても、夜に

目にするあの御馴染みのお月様ではなく、うっすらと空の色と同化した、良

く見なければ気付かない白い月でした。もちろん皆さんもよく目にすること

があると思いますが、夜の月と比べると圧倒的に馴染みが薄いですよね。 

 

月は夜に出るものだと言う決めつけは愚かですよね。季節にもよりますが

月は結構出ているものです。ただ、太陽の照らしがありますので、暗くなる

まではその存在になかなか気づいてもらえないのです。そこにあるのに、気

付いてもらえなければ最初からないに等しくなってしまいますよね。実は月

に限ったことではなく、星も昼間も夜も同じ数がそこにあるのです。 

 

 「気付く」ことはとても大切ですね。幸せや喜びも、実はもう充分に近く

にあるのに、もっともっとと思ってしまうと、今あるものにすら気付かなく

なってしまいます。幸せでありたいと思う上でまず最初にすべきことは、今

の幸せに気付く事なのではないでしょうか。もう既に満腹なのに食べ続けれ

ば健康を害してしまいます。何事も丁度良い程度があるのかもしれません。 

  

 月並みな言い方ですが・・・卒業しても、途中で退学しても、なかなか学

校に登校できなくても、教室で何気に授業を受けている人も、私達立花の先

生方は常に常に君達を想っています。なかなか気づいてもらえないかもしれ

ませんが、君達の幸せを想う気持ちは常に君達のすぐ近くに満タンに注がれ

ています。それに気付いてもらえるよう、私達も更に成長したいです。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 42 号  

平成 30 年 3 月 12 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【今週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

12 日（月） 12 年次 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

13 日（火） 1２年次 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 放課後 

14 日（水） 1２年次 金① 金② 金③ 金④ 水⑤ 水⑥ 放課後 

15 日（木） 1２年次 木① 木② 木③ 木④ 三者面談・補講追試 

16 日（金） 1２年次 金① 金③ 金② 金④ 三者面談・補講追試 

 

mamas café 今週の日替わりメニュー 

12 日（月） 13 日（火） 14 日（水） 15 日（木） 16 日（金） 

とり天うどん 

しそご飯 

若鶏の 

チリソース煮 

軟骨つくねの 

照焼丼 

ハンバーグ 

デミソース 

豚肉の生姜焼き 

目玉焼きのせ 

 

～今週のいいね～ 

 
2 年生は修学旅行・学校での授業お疲れ様でした 

1 年生は職場体験への参加お疲れ様でした 

全部人生の役に立つ素敵な体験です！ 

海 

 週末に故郷宮崎に帰って参りました。生まれも育ちも生粋の宮崎人の私に

とって、やはり故郷は格別な場所です。特に南国特有の照りつける太陽とキ

ラキラと輝く太平洋の海は、私に大きなエネルギーを満たしてくれました。

日南海岸から見る壮大な海は、他に例えようのない美しさです。 

 

奇しくも昨日 3月 11 日は、多くの命を奪ったあの東日本大震災からちょう

ど 7年でした。まさしくその同じ日に、日南海岸を車で下りました。どこま

で行っても穏やかで優しい海でした。陽光を受けて輝く様子は、まるで海が

私達に微笑みかけてくれているかのようでした。見ているだけで心が安らぎ

ます。しかし、7年前は、まさにこの海が 2万の命を飲み込んだのです。 

 

命をも奪う恐ろしい海、人々の心を癒す優しい海、どちらも同じ海なので

す。人間と同様に、喜びも、怒りも、哀しみも、楽しさも、そのすべてを内

包した存在なのかもしれないと思いながら、静かにハンドルを握っていまし

た。自分にとって都合の良い部分だけを見るわけにはいかないのでしょう。

そのすべてを受け入れて付き合っていくしかありません。海は意志ではな

く、自然界の摂理に従って様々に表情を変化させているだけなのです。 

 

私達も仲の良い友人と突然喧嘩をしてしまったり、どうしてもうまくいか

ない関係に長く苦しんだり、それぞれがたくさんの人間関係を抱えて生きて

います。お互いを受け入れて、共存していかなければなりません。私は海が

大好きですが、あの震災で大切な命を失った方々にとっての海はどんな海な

のでしょうか。3月 11日午後 2時 46 分、故郷で静かに黙祷を捧げました。 



立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 43 号  

平成 30 年 3 月 15 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

19 日（月） 12 年次 持久走大会 三者面談・補講追試 

20 日（火） 1２年次 大清掃 表彰式・終業式・離任式 放課後 

21 日（水） 1２年次 祝 春分の日 祝 

22 日（木） 1２年次 

春休み・三者面談 
 23 日（金） 1２年次 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

19 日（月） 20 日（火） 21 日（水） 22 日（木） 23 日（金） 

若鶏の香り揚げ 

甘辛ソース 

肉うどん 

ごぼうご飯 
春分の日 二食丼 タンドリーチキン 

 

～今週のいいね～ 

 

忘れてはならないものがあるのです 

わさび 

 年齢を重ねるにつれ、食事時の相棒として欠かせなくなってきているのが

「わさび」です。幼少期はお寿司もさび抜き、あんな辛いものを大人が好む

ことが理解できませんでしたが、今ではお寿司に限らず、お茶漬け、お肉、

ざるそば等々、なくてはならない相当な存在感を発揮しています。 

 

しかし、いくら圧倒的存在感のわさびでも、わさびだけを食するとなる

と、私には無理です。もちろんそれそのものが好きな方もおられるとは思い

ますが、わさびだけをパクパク食べる人は珍しいのではないでしょうか。な

らばわさびは、他に何かを引き立てる存在だと言うことができましょう。お

刺身でもざるそばでも、わさびがなくても食べられます。でも何となく物足

りない・・・その「何となく」が、なくてはならない存在なのです。 

 

映画やテレビのドラマでは、主演に対して必ず助演、つまり「脇役」は存

在します。そもそも私は、この脇役と言う表現がしっくりきません。主役一

人で成り立つことはないのです。ならば、主役と他の存在を分けるのではな

く、たくさんの主役が存在するだけなのではないかと思うのです。あくまで

も違うのは「役割」であって、その役の重要さには軽重はないのです。 

 

人には必ず得手不得手があります。学校生活でも、人前で颯爽と指示を出

せる存在があれば、黙ってその指示を受け入れる存在があります。聞いてく

れる人がいてくれて初めて指示は生きるし、誰かが指示を出してくれて初め

て動ける人もいます。わさびがどんなに他の真似をしようと思ってもわさび

はわさび。今そこに存在していること、それだけでもう充分な主役です。 


